
 

好きな曲を考える前に、好きな

作曲家をあげてみると、・・・いや、

何十人もの羅列になってしまうの

でやめておこう。しかし、特に好

きな作曲家 BEST10 に絞るとどう

なるか。よく年末の今年の映画

BEST10 のような感じで上げてみ

ると、・・・・・・。 

第１位：BACH これに文句を

言う人はいないだろう。 

第２位：ヴァイス この人の曲

は、ギター界のビバルディのよう

に極めて明快でかっこよく、中級

練習曲のように弾きやすいのも魅

力。BACH との対で弾くと一目瞭

然である。また、本によると BACH

とヴァイスは、友達同士であった

ということで、お互いに尊敬しあ

っており、共通の感性があったの

ではと想像する（これも楽しい）。  

第３位：ビラロボス ともかく

かっこいい。ギターを弾いて最初

に出会った不協和音のかっこよさ

だ。プレリュード 2 番、4 番。めっ

ちゃかわいらしい同 5 番。哀愁た

っぷりの同 1 番。書いていると、

きりがない。そうショーロもいい。 

第 4 位：ポンセ 大好きなヴァ

イスのプレリュードや組曲、ダウ

ランドのファンタジア。と思って

いたら、なんとポンセの作品。ま

だ売れっ子になっていないポンセ

が産地偽装、いや作曲者偽装して

世に広めた曲なのだ。まあ、それ

はいいとして（今じゃ、袋叩きに

なる？？）、ポンセの曲は、どれも

技術的に完成しているというか、

情熱と知性を感じ素晴らしい。 

以下、第 5 位：ダウランド、第 6

位：バリオス、第 7 位：アルベニ

ス、第 8 位：テデスコ、第 9 位：

ディアンス、第 10 位：アグアドと

いう感じかなあ。（後半の作曲家の

コメントは、そのうち、ネタ切れ

になりそうな時にでも、書きたい

と思います） 

 

「ん！？ ソル、タレガが抜け

てるよ！」と、言われそうである

が、そう、第 8 号に書いたように、

ソルやタレガなどの大御所たち、

本当にいい作品を書いているし、

ソルの練習曲も素晴らしい曲ばか

りではあるが、私は、好きではな

いのだ。言っちゃ悪いが、まじめ

なのだ、まじめすぎるのだ、わた

しからいわせると。ソルの曲には、

なにか、余裕というか、茶目っ気

というか、おどけたようなところ

がない（感じられない）。あるいは

もっと言わせてもらったら、色気

がないと、私は感じている（ソル

大好きさんごめんなさい）。そうい

うわけで、とっつきにくいのだ。

恐らく（本当に想像だけだが）、ソ

ルご本人もとっつきにくい人なの

ではないかなあ。ちなみに、ソル

の作品はほとんどが作品 33番まで

で、それ以降の 59 番の作品は日の

目を見ていないのだが、後期の作

品は、出版社が版権を取るのにソ

ルは頭に来て、自費出版に切り替

えたせいで個人管理になり、その

ため管理が悪く楽譜が一散してし

まったからという。少し大枚を払

って後期作品集というのを買って

みたが、これが全く面白くない。

ほとんど作品 33までの作品の変形

みたいなもので、同じソルの作品

なのかと思ってしまう。だからと

いって特に文句もないのだが、版

権を自分に取り戻して稼げると思

ってからの作品が駄作（言い過ぎ

か？）ぞろいになってしまったの

も…・いや悪口はこのあたりで。

しかし、前期の作品は、傑作ぞろ

いだと思う。でも、疲れる。 

さて、タレガはどうだといわれ

ると、ソルと同じく素晴らしい作

品ばかりで、「アラビア風奇想曲」

「ムーア人の踊り」などの好きな

作品もあるが、全般的に、色気を

感じないのだなあ！似たような作

風（？）のバリオスの作品は、色

気たっぷりだと感じるのだが。恐

らく、旋律の良さは同レベルでも、

和音の使い方が違うのだろうなと

思う。それと、人格的な茶目っ気

の有り無しか。私のクラシック全

般の作曲家の好き嫌いでいうと、

ベートーベンよりサティが好きと

いう人間なのだが、恐らく、私自

身がまじめな人間ではないからだ

と思う。ということで、ソル、タ

レガファンの方お許しを。 

 

今回のおすすめ CD は、そうい

うことで、色気、茶目っ気の曲が

満載の大萩康司の CD「フェタシリ

オン」である。この CD の曲のほ

ぼ全曲、弾きたくなる曲ばかり。

ただ、この手の作品の楽譜を見つ

けるのも結構至難の業なのだが。 

（続く） 
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ギターCDレター from yakateru(第 13号) 
好きな作曲家は誰。なかなか答えやすそうな話題ですが、結構、難しそうで

す。それは、好きという理由にあるかと思います。弾きやすい曲、逆に弾きにく
いがやりがいのある曲、聴いていて楽しい曲、聴いていて楽しくはないが不思議
な曲。それは、・・・・・・・・ 

今日は、好きなギター作曲家、BEST10の発表です！！ 

 



 

 


